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	この遺伝子は、Gタンパク質シグナル伝達制御因子ファミリーのメンバーをコードします。このタンパク質は、1つのRGSドメイン、2つのRaf様Ras結合ドメイン（RBD）、および1つのGoLocoドメインを含みます。このタンパク質は、GoLocoドメインを介して特定の活性化GTP結合型Gαサブユニットに結合することで、Gタンパク質のシグナル伝達活性を減弱させます。GTPase活性化タンパク質（GAP）として作用し、GTPからGDPへの変換速度を高めます。この加水分解により、GαサブユニットはGβ/γサブユニットヘテロダイマーに結合し、不活性型Gタンパク質ヘテロトリマーを形成し、シグナル伝達を終結させます。この遺伝子には、選択的転写スプライスバリアントが観察されていますが、詳細な解析は行われていません。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を増加させることでシグナル伝達を阻害し、それによってそれらを不活性なGDP結合型にします。,類似性:1つのGoLocoドメインを含みます。,類似性:1つのRGSドメインを含みます。,類似性:2つのRBD（Ras結合）ドメインを含みます。,
	研究分野
	セカンドメッセンジャー、ヌクレオチドメッセンジャー、GTP、シグナル伝達、シグナル伝達経路、Gタンパク質シグナル伝達、GPCR
	画像データ
	

	RGS14 抗体を使用した HUVEC 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	RGS14 ポリクローナル抗体を使用した 3T3 細胞のウエスタン ブロット分析。

